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関西大学高等教育研究　第13号　2022年３月

資資料料  22002211 年年度度  三三者者協協働働（（学学生生・・教教員員・・職職員員））にによよるる  

FFDD//SSDD 研研修修のの最最終終報報告告会会記記録録  

  
関西大学教育開発支援センター 

(Kansai University, Center for Teaching & Learning) 
 
11..  ははじじめめにに  

FD/SD 研修は、大学設置基準改正に伴うSD の

義務化に伴い、2017 年度から実施している学内研

修であり、今回で 5 年目を迎える。企画・運営は

教育開発支援センター「FD/SD 連携プロジェクト」

が担い、研修参加者は三者（学生・教員・職員）

協働による混合チームを編成して実施された（図

1）。 

 
図 1 広報用チラシ 

 
本研修は全 5 回で構成され、5 回終了後には計

8 グループによる最終報告会の機会を設けた。各

回の講師は教育推進部の教員が担当し、それぞれ

の専門領域に基づく大学教育の現状や課題、今後

の展望等について講演した。研修の参加者は、教

育・学習環境づくりに関心を持つ本学の学生・教

員・職員であった。 
10 月 26 日から 12 月 21 日まで隔週火曜 14：

40～16：10 の時間帯で実施した。今年度は、計 40
名の参加があり、それぞれの割合は、学生が 30％
（12 名）、教員が 20％（8 名）、職員が50％（20
名）であった。 
本稿では、2022 年 1 月 18 日に開催した最終報

告会（図 2）において、各グループが報告した内

容を記録として残す。 

 
図 2 広報用チラシ 

 
22..  各各班班のの発発表表内内容容  
全 8 班の発表内容（スライド）は以下のとおり

である。 
 
22..11..  AA 班班「「実実践践講講義義：：KKUU ココンンササルルテティィンンググ～～ああ

ななたたのの案案がが関関大大をを変変ええるる！！！！～～」」  
滝口 満理奈（文学部 3 年次生）、藤田 里実（教

育推進部特別任用助教）、天野 航生（国際教育G）、

山﨑 陽香（研究支援・社会連携G）、幸森 法寛

（学生相談・支援センター） 
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三者協働でこれからの授業を
設計してみよう

～コロナ禍での経験を踏まえて～

A班 藤田里実先生
天野、滝口、山崎、幸森
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22..22..  BB 班班「「ここれれままででのの食食、、ここれれかかららのの食食」」  
奥村 百香（文学部 3 年次生）、山木 良和（理工

学研究科）、石崎 博志（文学部教授）、奥野 晴

子（法文オフィス）、丹羽 俊有（情報推進G） 
 

  
  

  
  

  
  

9 — 
実践講義： KUコンサルティング
～あなたの案が関大を変える！ ！ ～ 

〇いNŜ9UN9"応l"
C→ rナ~・か99<m基 9▲ ”• ·―' • ”'m転ペ・9~

9 — (9) .. 出印j |加a

(2)如匁要 I和にで99、関邑心と心でm幽 如プ0幻ク内＇口を行い＊ す．
木噌茎C畑 ：コ 位文土でから賽』ま C一気通SCやりぬく賽•ばゴえ C'めることCす．

●た本9寛：が角仔COジ9寛け幽●立"'、9●す．
む"'·-~、 謬稟臼9J) ・ぶ庄こ c，コ髯を1』った緒re，は〇大学内C哀寡ヤ改三cさ
るところをつ生に女茶してもらいます．その幾 グルーブウークにて謹足古定お4ふる這"決茶愛名・」ていきま
可．
雲沢内に、プ＿ム-とに置≫下大よ9印沃釜のブレヤンをし、てのやで実填.-gmmの島9ものをコンペティション沼
ズ 決めます．コンペティショスわ疇こ決定は、関大生や慣口只が投票できるよ3にします．

秋覧rこな、コンペティションで一位を頑潟し1，-嘗決みを、天幌にグループリ グ）しープ内で投巧分坦し、，天行に
移していさ士す．

なお、本社が19峰 の人なれ湿を字91●9.¢干こが多い壌合は，凛作ふ鳩ばしま..

今通9、咤膏．c溢曹 る⇒賽C 烹9しつい9示しい ＇さ蒙す．

OUNSAIUNIWRSl" 

C→， ナし＾•99 <m基 9mじt疇•”"“ヒ・'

9 — 竺：：7|国王=;溢;？＇3巫的匹と匹をがこ付けぷとがでむ・
-I 字饗9贔M塁敦白プnグつムの打内●濤かし、過澤夕を拷った亭上口上IA針如lこ亭ふごとて、 I`灼力（＂檸力、

人は力、 社会力、 旧壇力、工力） 」を鼻に付"ることがCさ••
心 く主体的な笠直）
..,べヽ→9」L●任を袖ち、日血する謹鸞lL主仕i-mりtHO↓とがCきろ．

(4)mm; | ①頃漏・技隋）
年 iE ゃブレゼンテーシゴン9虹tを3に09)..

① 瀑”［力 ．＂柑 カ ・霰a 心力）
桑見力や丑且曾知、碑=i引tだ9)を~,こ"""·

〇 津体的な匹）
，，ルーブフーク洒豆9しおい9王仏内93micさる。

(5)げ隻'"' I <1淑●9しムる｀＇1零•mいた古馴や訊蒙澪へのフィー ド9（ック
⑦工1こよる字Uの転り返り
゜⇒生日士の石見父校（グルーブ・ベアワーク、ディス“ッシコン、デ•9ペー ト干全O)
,.ブレサンテーション ｛スe-r、戸M遭王等二む：
心ぶm•桑.. （プロジェク1年 8、文叡鮒決型亭さ、クーススタディ鱒奎心）
cフィールトフーク
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9— ”均濯 1全1s内

(7)只烹涛関外字U

た1B オリエンテーシコン●グルーフi)1.9
た2n 巫助フレームつークに-xヽて漏た 頃＇＊ツール~,
鰐逗 芯m斧決のフレームつークにプA.cコ箕 9●99.91桁の方9E)
完43 フィールドフーク仔
翼s“へ応 幼1（会9．した配口の心）
第6辺 豫賓＇直02 (..9．した去字の桟~,

"'隈 天万｀'"（課心芍の四）
責8遍 疫賓文勁4 (19..^ 噴裕式にの峻a;
"'濁 中闊笛汽 ・フィートバック
=1噂芦究活己5（●口ば賣のフィードパックをもとに内和9正：
た1IB 塁火沃枕6 （ブレゼン謳儡I
:】2門に允沢A,（プレ＂ンは蟻I
笠1坦拭泊••DI,ゼン笙鴛）
た14日コンペティシコン・精果発哀
第15臼わり訳り合・フィードバック

プnジてクトで長いい叉●●●●すためには、 グルーブでの王什杓かつT冨"'，只烹外字冨が必須です． 関大
やクラつドッール•h父ie便い、正翫外 ctグルーブ活勁●遺め 9いき●しよう▼

-(•) }心K

(9)墨,._西

9て双験をfiわす、 平〒池 {9)9〒スト・レポート論）で総合詳伯す..
クルーフtブレげンテーション 80%;
亨誡遁｛ヨ滋：
しからの評術 {X隣 ）

o am・I引配）
・ギ臼令きやフレゼンテーシゴンg蛇をかこ〇りる．
＇プレゼンテーシコン）（フA-<ンス (IAぬ＋●バ:+プレゼンテーシコン内吝 (9蛤ぽことU Lい
るか：

② (9...,,. ~ぶん ・ 衰9)JのR•J」}
・鼻で発見｝）や＂足疇決）＼慎コ竺涵化力をヨ（こが9も
→豆屯力異なるわ名とのグ）しープつークにおける讀琶nな尻在し` 景も選,,u撃笞をグ）し＿プで潟き出trる．
→プレヤン〒ーション内内 （匹 ・畑 ブレげン鴫（こ各字生闊＆LAによる）レープリック；""

0 （主体な慰皮（
・グルーブフーク沢は（こおいて主悼的こ0冨でき..
→クルーブヘの●ぶ駁 （名亭工●＆LA（こよる）しーフリック沖釦

(10；フィード｝＇” |叫西・mm注疇1こ93紅 か咳フ9ードバックと亭エ嗣士でのフィードバックを1』9.
のI』汰 ＊／•..、各鰻之ごとに聾汎姿内を憶えする．
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買闊

拿とめ

守雀囚益と活動 R工中ク心薫袢

”・今SR蓑の覇クギル：丑ー心プフ蛉ークlの烹漫Iパれ 江厩←9るにつハての改騎 える関よを・う攣にい匹砥する＜授，均タート初＆内）で終え

噴帽伝士で［こ｀グ）しーブで諜貶の浣い出し・=と円化・共肴 丑巴汝

古 フラッシュアッフを実績する．
詑1·~3.!.!J);I畏内での鯨りぶりをしつつ文剛を1』 ,.

茎5（国フ藉.(皐-ル～箆ド涸フー＇ク霰・究グ活）し1tーlブ~ワ3ーク；

螂＂洋1・~信グn・9んルI授内C飴法ー加"'プ［こしフごよてー面るいクnる冶にを良尻．沢＂［かこ見おしいサ、てぷグ主ルー体ートり●ブに9つ9鬱ー9．. クに＂
グルーフで~l,/こ碑に+.)1. Iて遵氏分祈や鮒決釜を基曳ていく．
涵）フィールドフークが必壱な颯には さ可する に鬱置でさQ.

プソリルッークブ衿,^rjの)白孤痘（各零生は＆UによるJI,-

箕B直 天賓文製4 次ーク直砂¢閉閉•藉:2霧ない1:..·...:ついと Cの1グ己J＂しーをフ行あうたCC9¢)レクー濃プ納ワ
元次9回頁9匹中日楼虻冑言に）●にげつていのて更予言代監．翌 ・冥ネ2賣． r.i1，叩も行—:,r．と'5-) .

A- -- -•M ―←· -幽,』 ＂．,幽••-". __, 

三者協働でこれからの授業を
設計してみよう

～コロナ禍での経験を踏まえて～

B班石崎先生、 奥野、奥村、丹羽、山木

〇い郎NuNl"“'TY
ー -' 」̂ ,9叩に“止ua••Aし し禎“ -̀-··-l

9 — 
「これまでの食、これからの食」

〇いN“'UNl"“'TY
C 9ャ.”.加9<m" '~ ．9 ・ ―9 • ｀か•島~rゴーd

1授業概要
(1)讚拿璽躙 漬苫｛内澪人徴 25~30名 5クJレぅブ 4 へ•5名 ,J-l)

投業名 lこれ までの食 これからの食」

新型コロナ,:.,イルスの彩苔による日常の大さな尖化の一つに f食」が李 げられる。感染症

の流fif.t食吊の翰出入や食のありがこ彩 笞を与え，食土や会食！さ感 染 ’)スクを忘める原因
とな った．

(9)霞婁欄賽
本投業では、コロナ ウイルス流行のBi後における 1食」の変化について｀食材の生麿父
造，泊通，調理．消費の一逼の沢れを取り扱う． 字士が主体となり、グループワークを通

して｀諜蘊発見 ・慄題触決に取り組むことで｀ 「食」について多面的 ・多灼的に考えてい

＜． 吝た疫案全体 を通 して、探究テ ーマ に関する知万を身につける ととも（こ，這う視点を

持 った7エ同士9バ協簡してアぷことで， 忌考カ・ 表現力を侵かせ，課廷鮒決ににむ宍践的

な力を身につける．

〇いN釦""'"'"'"
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22..33..  CC 班班「「関関西西大大学学のの未未来来にに繋繋ががるるSSDDGGss」」  
赤坂 元崇（経済学部 3 年次生）、矢田 尚也（教

育推進部特別任用助教）、木下 萌加（地域・高大

連携G）、栗栖 昇己（入試広報G）、森岡 友紀

（授業支援G） 
  

  
  

  
  

9 — ①)以濯・控’"

(39*0覆尋方計との
字ょn,"'コm炉•二なる5し｀て9U3よひU名忙諷濱と校•を●9こ付けること＂で●る、
? ｛懇•ヵ，綱麟カ・・碍U9聾n""'

躙隔

（プログラムポリシ
-J 

（ヽJ璽遍●●

(5)授戴手涵

- ... 曇H9L』グラ11し9)1隕直送かし、違う讀点奮措った零生胃士が協働的に零ぶことで、 r零動力（●槽力、
人鯛力、社、●麟力、 事鍼力9」を鼻に付けること力q：●る．
"' "•捻”なむS)
•匹び9こ=1七←?3、 ●●9るnz'こ↑仇；、正諏り饒むこと＂て●る

↑ぼ磁・暉）

アフターコロナの社倉の小tuu↓土• 9... ． lllll.,.. ．潤鱈など一遁0•f珊19について鰭ることができる．

る 0ヨカ ・、",v,.名項力ふ如力）
ga山尋「,.""皿會生かし。霙なそ重占會も＝”..と編することで.1つC鴫●133l,•角nは員万 J 考え
力奮Tることがで●る．

3 （主心lな心だ）

零生〇脅が零びの主体というn舅曼もち、 ●人患零やクルーフ漏●畳遍して、噂•"・・ 鱗只に軍り纏むことがで
言る．

，I教云による汽代子•,.し9た己鴫や細.. ~へのフィー ドバック
仝字生によ¢字g、うふりかズり
?字生口士の恵見交ぬ （グループ，ベアつーク、 ，，ィスカッション，，，イベード斧含む）
勺レゼンデーシュンじピーチ、ぬ鑓授ょ嶋拿0)
⑤云邑口だ （プnSTクド写3、云註鮒茨Z字3，ケーススタディ等2む
む―>tS( TAによる元—卜 ） 

9— 9 i 

(6) 讃鸞計•

（乃阪攣蜻閾外零言

算1辺．コ重漬•ユ剛）
=2閂 Z轟くコ的なZ和 9信人9ーク）

安 3日 ．コ塵●見つけるグループワーク
聾4回 ：コ畢●員つけ●グ凡9ープワ→
鑢 5回 コ●覺つけるグループワ→
=6国 ・中に彎曇→フィードJ09

安7日 ．麟9U扇奮覺つけるクループワーク
婁8ロ グストスピーカー潰凛會
隻9辺 ．麟炊舅l會見つ勺るグループワーク
ら10ュ ェロnD・フィード9（ック

璽ll互 鱒中淳量見つけるグJレーフワーク
●92a 鸞決鑽皇見つけるグループワーク
●99g・覺表 （ぶり1レフ
る9．ュ 費量 （纏峯グループ）
• 95且・壷信ヰフィードバックと叫••

星鱗レポート擾出；

『貪Jの5つのカテゴリー

く生塵・纏量・董重・繭璽・鯛●＞

• この力予ゴ＇／ーでグ凡ープ分けし●す

が閃や〒しド、Z縞などのG汎ほ四£9●I，、口示的93碑 1こアクヤスすヽ「と・

グルーブ浅hが中心であるKめ，メツ1ーで士よって遍tするなどの漫と外字3が必妻な嬬合がわる．

O UNSAIUNImRSl" 

C→ ， ナし＾•99 <m基9mじt疇•”"“ヒ・9

-— （8)祖

立誡鵬を行わ●、平賓試職 (9)9テスト・レポート等）で纏含孵儡下る．

レ＊—卜”` （●人ワーク2匹． 畢籟レ＊—卜X) 、グルーフm四 （メンバーからの坪蠣"'%・髯頸3m)

.， 999ュ・9女院：＇
コロ,.畢・アフターコロ江おける「a』の囀叫閾馳について亭んだこと書●分の翼素で讐竃し、 まとめること
ができも

(9)m-..., I •名人つークによる”
乙9冗ミ／） ・斗'1JJ・翌9/）の知力）
，，ルーブ登釦：Bいて讀定したコ●に99し・ •虞の・見をもっ参••-参負的な員”を賓｀てきる．
ク.... フて脇●し、塁纏奮饂史することができる．
•グ）レーブ公衰 層衷レぶートしよるコ七

3 9王仏的な贔尼）
.....公遍r•纏書とm噌膏,...,：鵠疇しよつとしている．
•グ）レーブフーク9こおけるこ猷ほlこよる万佗i

，，ループ・つーク"""""・＂覆糧に選璽． 9イード19ックをTるほか、闘大UMSで胃日などを知つけて.•n 

(90）フィード／9ック
奮讀凜●に員蒼し、共囀”'

の祖 1....い-卜の●から．寧●に目を通してもらいたいものを遇ぴ 叡員のコメン＂切 99て閾大LMS上にアップT

(6)讀鸞計•

•• 

，9 一
覺 1回 ：●墓 （観宅笠嗣）
第2回 ．議葦（ふ格的な年） ｝ 導入
釦 同 一を見つけるグループワーク

第4回 ：震鴫を員つけるグループワーク
第5.,．,.■を員つけるグ／←プワ→ ｝ ..1111 
売6.,．中呻衰→フィードパック ｝ まとめ
#9同 ・麟沢戴書蝿つけるグループつーク
ジ"R グストスピーカー鴫漬会
;,,円 ・麟決皐奮覺つけ砂ルー；；っーク
聾90亘9...覺裏ゞフィードバック

""り 鸞決霞奪見つけるグループつーク
攀 92百鱗訊戴奮覺つけるグループつ＿ク
コ9m m I前半グループ｝
軍94百 ’"’ "..,グル＿フ呵
摯 9ヽて 拿体のフィードバックと●員交懺、●籟レボート羹出

〇いNŜIUNIVf.9Sl"
C→ 9~ナ▲:°”’’ `m心"ー···~·—'• ""ん~ -9

-— 崎配 ア逗内容と汚聾l m，叩紘潰占 暉
＜瓢轟＞ ＜征-•山 ヽ

聾：こぼJ、J0のどq生Jこ..，・9辺よ影S・汲が℃遍た．ら＂．嘘とれた泊か口CをアぷI39」9て 初 塁・•・．（グ償●生泊．遍ル）塁直して：：： ぇ砿ノお女ソたoく霰mxクの．.u飲.rンm負茎．ト0と←o漏9ぷ心●●る9＼下入● ソ ドを●●にといて導入

"・97 ノノ匹ドデリ）＼，J
第2よ

コ夕惰9ア浅んコr・r汲とr!を）＞ノポ「tll.人ト＇：』こ事クと』める

＜露霞を見つけるグルーフつ＿ク＞
・{“グ、レ Jック”出来 卜として 1Aを五置する．

元3・ テの9心生マ豆をのニ・編ッ土定ク人0・匹し911r4の・9ス汲.甦Z•,9)．3．>．グと）・しr食J 、 p出岱ば冶、-.内外"てい名Am9がイZドべなrど-09とツをK9'白が,あ.やる9·•いとよをら伝に9る

•’’ 
”て‘”シミッ ぅノ5をつ作る）カテ―,J

"，J可 蜻:,,.ュ9阿てらで口？ん料さ°こ”と宣をと鴫らデ．”＇こー”タグ屯分、勺レと斬ーフ,.で文」”に"”"イン'"タ'"'ーネッを只トを9 
<”" （土体3)＞ 

,.._,)9ーフメンパーによる口”'と汗a•1 ：畠量が0分A外
第あ45 」SJ aメンバー七FLLしとペーバーを誓土4こ

饗寧●直‘"` 作り
各A3玉べ』•こ人さ匂合し グJ,ープでC冷衣t‘"こ什滋

-— ＜匹を見つけ0グループワーク＞

a1て ，，ーマの立（分編の沢王）

＜．＂ ＞ 
・グ，レ ノッ クがう蒙く直んでい心いグル Jに9A証
・する.“u a之●・紺序・遭過 ・;＂警・ガ 0というSふカヲゴソー●：こ．

■II I soをむック人した•S~S知ガルノ"” .,.,..沿て名日” べでマとをK白しやアいよう9こ
”“が士｀レA9イドなどのツ 9ヽがあるrと雹Cえる

蹴,. I ~可口算sm貫とデ→分"
第‘; I 〇雙てアん9，•とを塁に~グJ, Jで文紙やイシクネットを” ‘てさ 1 <m  （い 3）＞ 
累5項 ら9こ●ネし ふ父伍""と 9負J9こおり99宵上を兄つ9Jる

宴5“ 費轟貴瓢作り
•=""ペモ内●モ●らし、グル＿ノでの梵こ●9斗を作成

<~戴刃重 フィードバック＞

名グ,c.IW分授●0磁 を199

9グループ ン`バーによ己口”’”行9：書＂が ●分以外
のメンバー●”．したベー99ーを璽出T•

＜万nu胃；；・表現ル）> 
m匹 な9999る

まとめ I •各グ』レ プ哄訳こついて ヨ如四如かる和9'7メンヽシ
N:m入9る I,..._.>

缶6Cり

・表鴨のフイ ドバック仇覧く

磁のグんーノ西〇塁に内99、 「舅決工を日999む9-
ク9につ心よ，，．．三を行う

〇KAN釦 UNl"“'TY
C 9ャ.”‘如9<m”’~ 戸J · ―’“ ｀か•島--·

5その他 J 

•1, 大囀裕二 佐Jiln恵(2021)「フードドジネス茄 I食とe』0)記関ほを亭ぷ／ミネルヴァZ鸞

●2昌西Jllr.l（碑） 「テータノック食料I石浪ノックレッ ト

●ふ士口亨裕2020>nn食の地字 あの兼凍を生むの［よとんな工地なのか1平凡吐昂琶

●4，沼田公土(2016）⑭nと口本人 食と遣⑳ 茄学i石浅駅書

●5,霊谷大学暴学却臼料晨笠システム学科(2016)I知.3ておさたい名 曼 燐哀 r,..じめの一歩』（色と霧

(11)＂文献 の紋； 1)沼和葦

(l2)その佃

．6,総合カ＊ L関n子tzo1s)nu食とIJ.q力＇↓｛碑Xf．ブックレット1)昂又隕出五

●7,n出臼美{2020)「98てられる貞ぺものnち｛食吊nス悶遠がわかる本）l旬転社

8，平匹 (2021)I良ぺものから学ぷ也界虹 右渥ジュニア新轡

9，小口広太(2021)『日本の色と暴の士来「1"抒 111:！なま土」 七曇えろ』 光立社新涵

•flは鯰＊駐●囚しポ込あウ

O UN“IU●IVE応ITY

C』，→ て加99m" ＇~ 戸9 · ー9. 、か•転“^-d

三者協働でこれからの授業を
設計してみよう

～コロナ禍での経験を踏まえて～

c班氏名 赤阪元崇
木下萌加
栗栖昇己
森岡友紀

矢田尚也 〇KAN釦 UNI"＂ITY
ー-'̂ 」- k”“•La立•A9ん疇直と云9曾

9 — 
関西大学の未来に
繋がるSDGs

〇いN”'UNl"“'TY
C9ャ寸ヽ←‘" ’ `”‘疇 9.~•ヽ ·-.＇“`，，9転--·
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22..44..  DD 班班「「自自分分でで作作るる「「人人生生のの手手引引きき」」」」  
山本 瑞稀（社会学部 3 年次生）、大西 洋（ライ

ティングラボ アカデミックアドバイザー）、今村 

美月（教務事務G）、・山 知希（国際プラザG） 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

•— 
(1)..出四 I澪囚

(2)：年匹 Iアーマ ；間西大7の 応 1こ窯がるSDGs
内喜 S00• （い•口＂心•dw•は「口n9炉心；という、 2015年9月おB｀ 凛7渾図運総会において
擾択された 「拷帳可爬な饒蓑のためのアジェンダ2乃01の基磁を竿曽し、関0大字の＄X名の町り鯛み
（誓例；を璽鱗する， その上で、 「隕五大字の未烹に直がるSOO•J ●襟京する．

憾人，，輩、 グループワーク、フィール ドワークを追じて9.L記のテーマについて雹解と喪正Jを汰めてい
＜．示終費甚で1こ， 各グループC心味・ 聞心に征って1おtのアーマを辻尤 、プレゼンアーションを行う．

〇いNŜ9UN9"応l"
C→ rナ~・か99<m基 9▲ ”• ·―'•”'m転ペ・9~

9 — 
屯 ごご瞬王盆芹芯-よ皿砂匹と雌を白l項 99琴と六きる．

-: I,;<,．文廿ユ牧台プmグっム四れを濤かし、這9翼点奮樗った宰量胃土が●働的に亭ぷことで` r●羹力（●律力、
人●力、社会力、 3寮力、革顛力）Jを房に付9J●ことがでと←
ct(U""璽庫）
nらの掌び9こ貪任●摘ち、直薗する塩遭9こ主偉●に軍り組むことがで●●●

（ヽ,~~口r し (90コ~IA紀）
SOG辺泊烹にあるモ念を旺芦し、その狐下を実じに裟立てることができる．

？）慧考カ・囀';カ ・木填力C 力）
3について、 佗名の瓦見•み至v．閂分の贄え菱費そして、 訴たな冨置を⑳Hする．

S 9主体的な慰裟I
・ら念閲濶をRえし，主体＂かつ菜軟に填0鮒むこと，，でとる．

95)mm Li● | X正1こよるm叩＂”ユ●や口繹心が—ドバック
1学生胃土の宮●守鶴 （グループ・ティスカッション9

(') .. 均濯i

0プレゼンテーション
3五頁費 9プロジェクド"'・ ;Q帽へ廿Tテ-a．ケーススタディ響含む9
.,イールドワ→

9— 芥 9● オリエン〒ーション
詑9asccJこついて ()9 (97C€肝旧ピについて）
が3可ヨて、について (29 （日＊の虹心の孜，J咽みについて）
萬●旦 S応 9についC(39 （閃0人亭 四F .ヽの叡り紐み『こプAC)
妬5丑 t人兌吝 （ぷ丘四 9
鷺,. 七人祖（コ 全 9
第 7ヽ ？イニ バック ・グルーフ9)け ・グループワーク
"'璽クループつーク
第9遍 フィールドワーク （さ応浅 蔦泣突'9悶9
茅 9n● グ19ープフーク

""● 中口発
""ヨ グ99ーフつーク
示 93可 グ9C-プフーク
寄14~1 SB =19、.

（刀噌聾蛤口叫字臼 篇5 6直d丸 人費衰＆“＂ ．15血 滋 終掌衰い国'"・ "'蘊,.布するレジュメや●"●茎み汝

9 

戸

C.泊介した船葛文猷｛」日を遺すなど．日ころからt釦心が"年と．

〇いNŜIUNI"RSl"
C→ 9~す▲·`”の99km玉 9・・・・・·―9..ym釦立•9.

⑦定閾試職を行わす，平鸞試隕（ Jヽヽテスト ・レポート馨Jで遍ら万価する．
翌ど●算は(20峰）
t人兌を（匹）
電発た（四）

(9)正 ・m |，， U9エ・暉）
匹について、Zく履口でさているかを淳償T<.
名島に綱介する磯点3i王子をも立てているか雰償する． （2吟）

9 （息・“力い勺ふ力→し カグカ）
匹について、●9)がでaることを選え天t』する力を覆9こつりられているかモ＂bする．
グルレープフークでの協9.n、9ら讚け、表項力を元置する （“泌）

こ主体nな匹の口点
●らの字臼烹転り返り、巧Uなa三点を亨げることがC●るかを了伯する．（3図）

盟r＿ド’＇” |：9竺雰唸溢ば忠芯益品ふ，
"●●がめればメール • USで対応しよす，

● 

騎配 7X内gと活動 摂亭09竃点雑

む入 修5の石9！ ごI＊での往iS
・"改U王9点全偉Jがざnさわし出すT99たがあ<蜻ヱ閂際の丑騎

日人岱DCdこ関する淑り組みに知する口障 の気でを云―JコI}なる所．で敦員鋼が込史を臼くよつに

学生aJ~tl: 近歎く•呪“生'Lと対門ゥv｝匹(Jl:l..えさマをる共膏する
（abl 
場且むX1生とはJ』...,いいろかこか （は高
控） ．

,.隷 敦闘5店 9 パつぷを瓜9am:0）Jl'II')加 （「畑 DA!紅 泣匹プ
（望字烹生点の反J応を見つつ、髯riを達'i_m,1かロジェクト」尋） Lついcm

学生からの百口が紀ればヌ宦対応する ;)る．

=生の活＂ ： 字レジ生ュCメものC穴き”る肴恥屯’;w●み9Lm9しりついヤむc葦える
k"O] 
内茎内さkこ匹し9こ芦隕をを舷ミえたか

賛Hを5償以.1＊える 否だ．

蒙とめ 衰aa≫69,： 図大む呼に関する三仏的な載り闇みを沼介 "t恵 I
・ミニッツペーバーのさHを反示する． 鬱人発大以口の訂讀やな憧力法を況嗣す

忙字人土免か衷ら3の口日r~,;Iこl置だ応を丑岨
0ヽ・（字1・"喜士6<の,( 逢．奴況を、ゎし、大安置紅取

寧生の石It: 次Bの釣人免名fこQI)に溢偏を始める

大禎●共点内零官あをれ朽ばり敦か●る9-",.， ミニッツベーパーd”壮籾吹りか=ーが．

-自分で作る
「人生の手引き」

D班
今村美月・大西洋 •西山知希・山本瑞稀

〇いN釦 UNI""ITY
ー-'^」，畑ししa立•＾鳥凶疇“`--··-19-

メンパー 1授稟名のキーワー ド 案

今村 l教養を偏える 安かで余裕の ある薔らし 薔 らしの手引き

大西 生き方 — 茂究 —釘造社会（社会人） 活勁 自己 人生入門 とて もためになる授
集

l生活・ リア充

百山 I ぼ•よりよい人生に ・ 人生を茸かに ・ カネと政治とその他いろいろ

山本 l ヤ意義 — 人生 自分たちで見つける 自分たちで作り上 げる 気になる

依惰 I自分で見つける人生入門 自分で作るよりよい人生
0てぷ五uNl"“'TY―

"''•”,-如9 `”‘̀ ＇m、"~・｀か•島コ・d

9 — 
悶二 I ;：~~；噂詈翠竺孟怠唸芦；と翌？盟＝もて

テー"'"'
大生活の沿ごvヵ・皐むのとり方• 9烹までのT1i作丘
お金9L臼するユヱ：保験．90資 ・Aと●量
訊99●羹しUkめ・転を.,しむたけa叩•四造の転作？の見／」を知る
選平吠只万滋・匹・政治
ほ｀こもいついる

方池滋．
フィールドフークや女3（グループを変えながら33)

}、6」日；召叉招しの濾覺を鰊わ9（体喰てる）
9~10遍口：茶したととを貸衰すろ(.,もL伝える）
99~94可閂：見つ”.，裕えを紐す （ヽ行●に移す）

〇いN“'UNl"“'TY
C 9ャ.”.加9<m" '~ ．9 ・ ―9 • ｀か•島~rゴーd

9 — (3）咋如i」針との ① ：知池・祖）

闊gログラLぶ リシ ド屯茫：：百Lヰ；；溢炉却U的四と暉を只9こ付；心とがでい・
ー） 亭饗項●塁款aプnクつムの和迂を活かし、遍つ濱点を持,,-亨工白土"̀,H的に，，ぷr．とで、 9`め力（＂檸力．

人は力 辻か、田憧力、正力） 」を襲9こ付9)ることがCさる．
，， 注体的な匹）
•ら＃びに●任•怜ち． 五血する謹鵞U キ...,.,＿ぬり9nむ←とがCSろ．

叩心は 1 ① 四•暉）
致拿わ●人鉛として社会でエさていくにめ涸歩＂かつ瓜広い知玉を 3につI心とともに、""［こ対してのアブロ
ープJ，決を字ぶ．

(l) ：患甚カ ・平紬カ ・衣むの力）
吐亡C生さLいく9えC.09)C洩叉． 頌•uれ•7．っ"· 氾コで1U如こ墨9enncさるようになる．

① 臼遠双心E)
●らa鴻U東を云雙↓、ぃ． それを探双9るため心』ガ．を~c,. 由鯖9し・ メンバーとのRわゃ9文を9,9ことによ
って．n予とのコ芍＝ケーシコンの円茫を閃る．

(5)惰貧〒法 1 「9 喰●f4る負料等•mいた~lや”澪心）フイード）（ック
9字工1こよる字田のふりかえり
〇字主日士の豪見父n（グルーブ・ペアワーク~ディス）Jッシコン、デ・9ペー ト干aむ）
⑭ブレヤンテーシゴン（スドー,,戻成,.~碁ニむ1
⑤点屈 （ブロジェクト亭a、文五鳥決璧亭臼 ケーススタディ●倉む）
99：フィールトつーク

ぃいN“'UNl"“'『Y
C 『V'砂 9<"＇一戸→・ -•,． 、か•転炊^-d
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22..55..  EE 班班「「SSDDGGss をを学学びび、、身身近近なな課課題題をを解解決決すす

るる」」  
増井 晴菜（外国語学部 3 年次生）、羅 瑞敏（文

学部 1 年次生）、多田 泰紘（教育推進部非常勤講

師）、岡本 康平（政外オフィス）、森山 智世（秘

書課） 
 

 
 

 
 
 

•— 
9 9ルー9ごとに日ぺふ9繕嶋で9』鯖蟻で9,aく

90 9ルーブごとに'.lぺる9繊囁で99i●で｛，凶9

3 ＊生それぞれの『い£●9ーなっていること』＇」よってグ＂ ＂ ．．三＇
ーブ分99

置9こな•9ていることの●ぺ方を●えも 92 9ループで甕ぺた内●€プレゼン
一●み●一二次●9幌X外

9 ど-へ6lf'，•となることが●浪噌 る●●える " もう一●●●のグルーブ9e●る
ヽ●●9での●び9其●9つール ド~カフェ●.,

• フィー9レトワークの●□~スケジュ＿ル●●える ，． ．．て●んだこと●●●` る

9 9ィールドワーク覺9こなることを●●する

竿益それぞれの 9ぃヽ ●9こなっていること』によってグル
ーブ分,,-•"のグループヘ●る1

（乃叙鴻閏 I〒に冑己と社を見つめるごと．
外寧己

-— (S)）ぶし aて賓[f.験（温元え孜；匹Emする．

②s紅S⑦こ亡ェtでで鵞賽書彎ぇWボ9999991911駅．． 験．蟻疇疇疇をををにに9竿代代I行19•こわわわわわ血ずずずるる噴；、、·a文ヨ劉火.ス違と=99度平レ919．のの喩mホ9じ成雀ーー,ミ綸,トト,,で））,a（9舘のの箪雙ス成ぃ合紀“トマ繍にら：・にでとよよレぷ弄.るする事ネ,,る冨ー． す戌力ルト濱る渾罐零．立硲lamC釦翫と。'●"""1'9すす滋白績ろな事で．ろ鮒．合可信する．
(9)墨茎呼9 ,'.!) 0:1.t! I如）

学生が名ac作成したJレーフリックと目己オ111:に応じt，豹●が出口をf』'

a {,"葺j」 』.J.i)J衰洩）“”1;:J」)

字主が公胃で作ほしたループリックと胃己＂ 11".に応じて、教云が万1i"1をiうう

S （主体な勢坦）

五が各言で作成したJしーフリックと門己：尋紀（こ応じて、昴如屯伍を11つ

(の10h)lisフィードバック プ士たレ、99遠ンテ竃ー各シ々 がコ作ン穀成7し崎たルにー＇衣プ9；；リとッCクグにル印ーしプての閂=任Zをか達ら出てフィさーていドバ●かック門を己も坪償ら・）・穀，；；＂` らのi9伍を行っ．

"9  

止1・社9,• |い わる心とし … わる心として -”心て"|- |“ め心編として
ての初歩印9．量 の9l多汎な費につJ、 '讐Ililm●讚につ ＂ヤ＂書 を舅につ の初多nかつこぃ
E 旬噌を房につ 吐隕lこ大してlZMi I <J, ~隕9こだしてのア いる．甦朗に対す 知埠を持9こず、社f
け．賣曰9・ しC h山9.J櫨CアブUー ブu-，，方沼●璽雲す ろアプUーチカ. ・'-知し96>アプu-
心UlなウU― |'できか ぶふむ・ |をミえることiiI,;,和…らない．
9方法を身1こ~け きるが． 買行に移
¢． さない．

潟賣J」・ 専,~,,- I．分cm、叫 •分で考え●●勢· —を衿 ●分で＊え●●轡 ●分て物事を考え●
心 叩を9．つIt、漫 得ら．9←ブの怜 も．99←ブの●問と を袴たないが．グ 1ことがで●ず．判断

逼臼量•”':軍r 闇と協力して叩斤付 饂力して祠駈柑れを見 ループの皇凰U畠 もできない．
aasるようlJな 料を更つ．,_囮譴し つけ●盪することが ..して＂冒付＂を
る． たうえで．llliずる で書ら 見つ．,...` も

ことができる． こと1iできる

王.._,,__  I●らの寧びこ●任 ●らのmurこ貴任● グループの悴闇たらと 号量霞． 2&二z aらの字びに貴任を
●怜ち． ●●T•
望墨L至雙野em

袴も、グたーブの檸 皿してmrこ` ＂‘ ゜仕墨tzg.. 情てず、霊●に如
闇たちと重量皇lこ震 ccとができる r•り●r？ことが 繕むことができない

りmoし-とができ 題に戴’：饗みことが で書•-喪たはそ
る． できる の量量があと

〇いNŜ UNI"RSl" 

999 

4+ 4 3 ， 1 

”⇒ 
と今な量鹸知量の糞人やし王技てで罷い必をる量憂

の●●人の生平でで必憂、今綸 ●,,●. m今復曹帽のが人あれ
今な0、後知l1'ょの識..  うやな人生桟f(...，竃のでて必にがいと屡畠る

今盪の人王で必墨
雌 'ヽ知

必を蔓環鱗なmで凜きやる●伎で縫
な知遣や桟崖l：：ど

謬さやる桟鵞●覆鱗で のぃるよか糟う＂ワもしのて・がいあな

慧TI石力／9. 
・磯ぇと．し●のた闇會上竃●で●冨●藷を’囀" 化

鳩え状ての重•●上●●でを書＊る の●こ麿●と"nが‘事で傘をrき書，る賣え訳る 惰99絨●m飲育の帽閲騒があれ 職えUるのこ鵬と請が鑓●をし彎い貞を
曹填カ 考えることができ

で書る る

主体9な

磯でよが状でり●蚤よき分●るく檜の̀人<しぺた生i上. • 

ll状を分柑した上
・で甘.••什身曾の人した上 ．●ャ費●くのが1人9あ生る→をrムす』h 

a舅の人王をより
緬巴

皇でよ量，＇）皇●よ●でくのすき人るる皿生• よするり姿よ勢くがしよあ．うる． と
姿よ塁くがしなよいうとする

〇いNŜIUNIVf.9Sl"
C→ 9~ナ▲:°”’’ `m心"ー···~·—'• ""ん~ -9

••• 

.. 4 3 2 1 

知"'血 U会で生會ていく 社=で生含てい 社会で生書ていく

什量へぉ9•會の9心がでnアものや●プ割の9やロこ9僭ーつ．釣fい蔽テ‘閲方打て< 
，i=で生奮てい

上での初伶約か (..I:.での｀初歩

の上っにでつ．のい隧`て閏初おへ歩葺のる的がか身

く上での+初歩

つ蝸広舅隧ブっいに閏ロて知つへーい董のチいる．がt正カお土潰し 的かつ暢広い知

納かつ9i広い知
公りi`こ ●が鼻について 拷 糞が貴について

おらず蟻高へ
いア アおを”ブり ~Rっ・-て"〒い,,.る^-Ill菖， ローチカ滋斎知ら 法を知らない． の滋アを鰭ブロらーなチいカ． 
を• , ない．

畢 9Jァ呵“
精li>!l:i,rm鮒村ャ料1打.を●覺●＇分つでに91.皇を土覺エつ綱"駈・材＊Uぇ． 料•Ifを●•什つ下け判~ 翫奪材え蝙 •"いつ料·"A"m瓢· ●冒考が＂えでh書が．きあを正るれ覺し ●分●しでつ9ヽ綱判け駈、“け＊が94 ヵ了表慢力 をえ

正るrしい判后がでさ 正し で
書がえ．正しい●高 ●きるしい綱斬がC きない．
で言(..

主仏9なは烹

・お●ミ傭分ュりの釣ニ．●I●ケ1畷霰園ー寅にとシの対し•てコし ●ニ●し鱈分園ケヱのーと肩とのシ●てコ量1こ灼 棟●分寅のす胃る●●に9●ケ圏ー”••とンし
ュ少授コ●ン上分完袢9• のす•も1し鼻ニ糟てる、量層ケ●lいf量置ー9欝るごぬ付●・'．との● し9 ●し分授惰●寛のつと員すのて●お●コに●ら釘勢ず9ミふュり つており

ン のコミュニ ● を 9ュ

殿ンれ違て撓いるも土公に 連る携も霞れてい エ●いンる・遍．携lこ皇ぬ ニケーシ• ン
遍携にも男めて

o u 払'fb~IV'ERSltY

●』•

.. ． 1 3 l 2 1 

知筐逼 技

戴エ疑い●アたを1冷，ブと対＂o-しし •て．量しん知て 覆．て閾＂い9たL-対．アしてブ．9纏-翼●止し 重鰻ャ●員19しヤ`討、●ア力してブして．R．-い重9た皇．卜 鳳＝エ•にし鮒し（ エユa 凝属に対して アブ0ていた． ーチしようとしていな
かった．

え考J9
疇カ・ 閃．内方●涵やを．を震遍決題んしので鱗遍そ燒 閃．題や．＂蟻の帳し、力そ滋の 悶内を・う罐●●とン會やをにし霞おてブ•竃●いいレの胄ゼてる●1ンし曹テ■，言ーそ1奮のシヤ 閂プ疇レてやゼ震アン墨〒9ー•卜•シづ這＂●ンし＇．にで 閂ずン置．で？アフ璽.,レ題ゼトをンブ鱗テッー決トでシでさ甕● 
哀項93 内遍古をプ.鱗レ決セ．ンテーシ おい

喜ブレゼンc,-
ュ.上:.,1し：：にておいいる・□（童ユ漏上ン1し：：てし きた．

なかった』
ーシl1ンにおいて

+itして1いゴ●ニ●えようと

主叩よ

工桟遍に帽東お＊鱗いと決のtすコ量る三過ュ
遍求鱗決す●過桟「こ 遍おい衷て鱗．決帽す手ると過のユ穫上に ユ●●して●●い奮た．しようと量 追な零かっ輝た決．しようとし態比 おいて，帷＊とのユ
a二Z•、a·ヽ色は塾 皿・ー，．吐

ニかケっーていシる●ンを11. ヰ いた． していt：：＞

〇KAN釦 UNl"“'TY
C 9ャ.”‘如9<m”’~ 戸J · ―’“ ｀か•島--·

-— 騎配 マ鎗囚己と活動

這人 1 .9己紐介 91⑳ I
これ●での人生の●● 3̀喪,.)から今●）•た (X9•9
ルーブ•99クについて●● 95分9

Pエ中心・匹

て靡 ・ 9-ク a•c—攣しかったeと ・ 蝙しだったCとなどや々 9 シビアなt心 NG
(Uけ））
・ 9ーク2· 頃仕＿．遺しいこと ・ 富しか•ンたことなど色々） （1吟）
・フークa(こ}．か事亨を患し9●す； （10分）
※C→3はグループつーク

·-•-［こワークで泊しKすとを后りゑ9て投i99 915分）
→雹；；で全はに共打

拿とぬ I ・ 家とめa次国• Cの9.., （5分）
・次閂以野の況鴫 (5分1

三者協働でこれからの授業を

設計してみよう
～コロナ禍での経験を踏まえて～

E班 岡本、多田、増井、森山、 ラズイビン

薗層9
〇KAN釦 UN9"'“'TY

ー -'^」，""- ,五̀ •ua••A9“士“― -·--9

9 — 
SDGsを学び、身近な課題を解決する

O UN“'UNl"“'TY 
C』， ナニ 9 <"'••• ・ -9. 、ア・転元•-d



― 78 ―

関西大学高等教育研究　第13号　2022年３月

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
22..66..  FF 班班「「アアフフタターーココロロナナ  学学びびのの在在りり方方をを考考

ええるる～～学学習習者者かからら教教育育者者にに～～」」  
井上 優（文学部 3 年次生）、塩路 貴之（システ

ム理工学部 3 年次生）、金井 映（研究支援・社会

連携G）、谷 文翔（初等部・中等部・高等部事務

室） 
 

 
  

  
  

  
  
  

9 — (9)心濃9j |公a

(2)そ四要 1 こ碩土で'3、文心に・;,cヽて字び士す．

噌ょエ人よく3つd)9ー トに分かれており．笠1)（ートでn. v—4Eて19てレクチャーを受9)て知えを修臼V•9
鍔ン9ート,~...寅●ことし●なる哀Scグ）しプつーク9A99泊み｀チームビルデ•9 ングとにnI7キルを鼻につ
"●..箪3J(ー ト C92、各グループCユ漬 · 汰；；したSじぬ汗—くし｀カールドワーク9emりmみよ広鮒決
・門后しまも鸞穣9こグルーブで鱗決烹のブしゼン斃哀を行い●す．

ごれら渇穴、グループつーク、フィールドつーク、プレ＂ン覧衣を返して、コ x;9についてC屯疇をZめ、グルー
プで協））して諫己鼈疇決，，る歴）J之•上とせます．

〇いNŜ 9UN9"応l"
C→ rナ~・か99<m基 9▲ ”• ·―' • ”'m転ペ・9~

9 — (3）字位環与ん9tとの の ｛矩●，搾涵）

闘g□クラムポ，）シ I ば屯芸炉：：;右ぢ岱ぢー眸咽磁匹心畑和訳さる•
ー） 字饗9贔M塁欧8プnグつムの""を治かし、 過埠夕を情った亭土〇上JA“的 ［こ字ぷごとて、 ［`灼力［＂檸力、

人悶力、社会力、OO壌力、工力） ）を鴫田9)ることがCさな
①（主＂nけ轡膚）
g-fヴ79に賣任を禎ち，11i轟言そ濱重に主鑢的に駈り鑓むことがで●る．

| B)阿遭心 1 (j) （90磁 ，9支詑）

(S)浸虹＊

匹［こついて公剛でさる．その知．勺について、 直べて●とめることがでさる．

フィール9て9ークを選して、石祐収編力をヨに付けも
② (出キカ 、99所力 ，士1見力の舵力）
匹こつ｀ヽて●9)たちで苓叉、分かりやすくロユ⇔表することがでさる．
●分たち c駅”を究•し、 鮒沢甕をに烹 cきる·
各グループC炉決稟そ天h［こう←ンてことがでさる，
(j,（主休的な態度）
グループCは）』V(、鱈決喪を奪bcきる-
冑主町こ，社全課定［コ"ngりーとがでさ今
の表云［こよ ロヽ科等を剛9K．土防や59在吟＾のフィート）（ック
のエによる字とのふりか9．り
〇亭生日士のさ●交〇｛グループ ・ベアワーク．ディスカッシゴン鱒含心）
Rプレゼンテーシゴン｛スP-9論=む)
らェmn桑究（込芯鮎汝〇亭白寓含む）
＠フィールドフーク
⑦む火( SDG,.,レクチ・,_ ) 

9— | （6)浸均隕 1回（＿卜：却紅鰭葺立爾l
1中 オリエンテ→3ン
2雫 ． 令年を受り、知m・ぶJる
3祖 SO(初和を受）、知·，••ぷ！も
“a a炉二零を如．＂コをつ 9る
I●99(-卜：テームビルディング饒•2キ月ィ●1

5血 ミニグループフーク

”n ・ミ＝=―グル＿ブつ＿ク sm“”...を如、 mraてを只青v令 9、どの心やーマ7遍ロ ーーグル＿プフーク i 紐工する芯•チームビ）年ぶ年ぶいる ｝ 
8重門 中は旺 1どのデーマで渇めるかまr£えた諌坦（こついてに実ぶ．）

1軍39(＿卜：．グル＿フでフィ＿ルドつークに軍り纏tll
9S•-1西グループつーク

9姐 フィールドフーク
11四 フィールドフーク
12日 フィールドフークの●との、ごm~”！咲繁をガし合う
13回 プレゼンの攣伝
14~ プレゼン
19同 貸組、伝り還9、,.＿，ツ（ック

（乃環壬毒間外子S ヌ心の惰で字んだ，，内をasし、 S区攻ご闘たすヽn科を•.いて、各閂で予S ・ 復Sを行,.
必雰（こ応じ℃グループで相謀し各＂フィールドつークを行・>.

° "NŜ IUNI"RSlry 
C→ 9~す▲·`”の99km玉 9・・・・・·―9. .ym釦立•9.

-— 鯖at! 7誓内宮と沼勁 P工中磁童・暉
に入 釈授鴫フィードバックを行う． 躙量点：グループ内で追多状況を憶没し、共囀.,.

只烹のオリエンテーションを1i—3, .. 
●●鱗 各グルーフで日巴と投コを沃め、フィールドフークを行う． ・ ：フィールドワークを行っため` ＇はやすい

罵竺で東る7．と．

かm．グル;bー極フ的にiiに紙フ出ィ来ールていド‘フー’’ク・を1Jっている

合とめ 授茎のは必やむ繭｀点圧轟をミ＿ッツペーパーに正入すふ 零：主体的に授~r.:111.ワ揖んでいるか．

-(•) }心K の立試諭を行わす｀平鸞試膿（小テスト・レポート繹Jで鑢こ万価する．

漫笠五 （三＿ッツペー）（一・クイス） ；20% 
レポート点正 • 2C竹

檜茎内プレゼ‘4澤 ．“）%9中はプレゼン15%、面終プレゼン25%}
噌峯参算匹．a匹

| (9）正・オ49 | ①, （....,支舵）
・匹Lつv'心ぺCまとめるしとがCさたか． （第？直• cay9宴鐘謀mcマ•す，，）
・フィ ールドフーク•潰ししに9“むcさたか． （鯖""'`"条ウジ賣寛＊友mc了ヽ●する）
あ（mキカ・引噸力 ~ 表現力匹力）
・匹について、自分還でる定した課とくの零決箪を文軍とU濯でそX47とができたか

（中閾／霞Rプレ＂ンと冑エい fートで坪nする｝
? （土体的な庄虐）
t人の＆nを辺t」することで、グル＿フヘ白直でさたか（頂茎参加麿てギ9T●)

富イード）（ック1,.（店，名［フワーク・プレゼカに、向コからデクスカッ芦冷ルーフリック衰を膚いて．フィード
項菱ことのミニッツベー）（→）フィードバックを次出げ菟訥口鴻le1,9.

〇いNŜ9UN9"RSl"
9→ 9~ナ~・ ° ’ ’4m“'• ” • ·—'• ""虻文--・

-— (99)環Xの江豆平項 ・グルーブフークを取り入fてい土す．
，フィールドフークの冨19、艶さやすい翫べをしてください．

(92)聾甚

9グループでの活仕，，わり土すので、メンバー＾の逹感がかからないように笠石欠町溢刃コしないようにしてく
).•さい．匁●す●濠lオ、グ）9ーブのメンバーにその械をおそえください，
噌茎外e名日がある噸｛工、 oc^どうぞ．

raる人亭gx込の紐り旧み」
h面（勺r9k,＂”，＂ぞ 9（如9

「カードグームSOC..,OJ-0で寧ぷsoc.1i1に9J， 

そ6池 、必冥に応じて交烹内で峠介します．

〇KAN釦 UNl"“'TY
C 9ャ.”‘如 9<m”’~ 戸J · ―’“ ｀か•島--·

-三者協働でこれからの授業を
設計してみよう

～コロナ禍での経験を踏まえて～

F班 氏名井上優
塩路費之

谷 文翔

金井映
〇KANいluNl"“'『Y

ー-' ^」，""-に”“虹a••A9“““ —̀—··-L

9 — 
アフターコロナ 学びの在り方を考える
～学習者から教育者に～

〇KAN釦 UN9"'“'TY
C 9ャ寸ご←加 99m" ＇・~戸J · ―’ “｀か•島~rゴ'

9 — 
二 I直員喜響菱竺竺王0：に

O UN“'UNl"“'TY 
C』， ナニ 9 < "'••• ・ -9 . 、ア・転元•-d
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22..77..  GG 班班「「本本当当ののココミミュュニニケケーーシショョンン学学～～知知っっ

てていいるるつつももりりののああななたたへへ～～」」  
花房 優奈（外国語学部 3 年次生）、久保 まな

（広報課）、中島 郷（経商オフィス）、與田 祐

大（入試・高大接続G） 
  

 
 

 
 

 
  

  
  
  
  

9 — （3)咋年9tとの の潰曲 ・搾涵）” F和 牧合の心となる此呵切お心匹咽泌と匹心に付99ぷとがて●る．
｛プログ9ムポ，）シ ② （量零力，囀漏カ・畢覗力暮の●力）
-) ,.. _.霊胃プUグラムの笞鑓書かし、違う諷点を搾った寧聟冑土が騒・的に掌ぷことで、 「雫馳力 9●●力、

人力、社舎力・ •か、基奮力）』を隻に付け●ことができふ
心 く主体的な吃償）
.e.t:」L●任を袖ち、日釦する謹澪"一主体9Jれり9HO-とがCきろ．

(4)阿還心 1 ©四•印
コロナ唱でビ入された亭3ッールについて知漣を乏沈心•
イれ<nのツー9“”い心を町9v、仕い分＊1を3に付けゃ．
斬塁コロテンイJ凶氾芥nな~,.により窒化した僚＊9こプヽて知潰を費に付りる．

な•°”"J....力，豊幻JC如力）
”J<・生冶に閃するアングード碑烹を分析し 改己点;"口でさる点そe分のご只で表屯でさ私
新•OUナウイルの世界れな濤行lしよりも化した賞••も由に分析する'

@(主仏・"な霰ほ）
圏人6がを疇”し、グルーズベCImm止ぶ
覧大をはいて、迫切なRHをする．oi”等）

(S)攪匹冶 C俵1こよと門精等を用い：.-汝切や諄厄等＾のフィー 9•9 （ック

(6) .. 均 i疇

心生による零白のふりか叉り（釦日の噌ニ）
年＂士の巴見交 B｛グルーフ・ペアワーク、ディスカッシゴン、ディペート零au)
.,プレゼンテーシコンはピーチ． 0欄っ芙等拿む；
〇ぶmA（フロジェクト亭a、文如鮒決心亭a．グーススクデイ尊SS)

9— Iォ1)エンテーション
⑦コn;嶋について （マ食）
つ9溢の極茎ん計lご汎9て（クループと；配量ん油）
④づアンケード呪う后と視状の盆
こごアフターco.,.Cの『99滋のミ」とはグループワーク
④上紀に-,,,,てグループワーク（アンケート紀攣を●r賣を3費l
江ピ,,-,,,、9グループワーク（大宣かな方●霞む紅りろ）
追上紀につい9グループワーク9;9漕1しつい9)
3m悶霞曹9“はでの9イード）＼ック99)
” ルーブフーク9改三点99正）
合グルーブフーク9グルー八aiJR名を行い．お互いにフィードバ9クを行：9)
四」レーブつーク9億”'1,-ブから石たフィード9（ックをもとに改●●●，，）
2グルーブフーク（R表●綬謳儒・リハーリル）
9,.,-.叩
＄知・が9 ＊とめ

(n只mm炉 U |...＂ •名9如収霙．
＂巳点を¥x、ディスカッシュンの温髯
表aが用Sv}・-オンつイン潟食の視蛉．

OUNSAIUNImRSl" 

C→ ， ナし＾•99 <m基9mじt疇•”"“ヒ・9

9 

戸
定；心を行わす、平和i霰（小テスト9レポートるJで範合諄nす..
t人レホートを,,、テストとみなし、メ6す•9
，，ルーブフーク発XSよびグループフーク発大柑互田場"9を田nす..

(9)....．”  m （刃潅・授）
レポートの作成紅壱零•とめ
雹 に基づいた主h
・人レポート 50%

9, ＂’*）」• 可ふJJ . . 洟）」夕氾）」）
」ミュニケ＿シコン）」
""＇こ99して辺切な患考力および発竺9)
，，ルーブフークの爽衣兄記女
，，ループ賽瓢 2匹

③ （主体99な笠痘）
伍籍改

協注
コミTニケーシュン）J
..日に対しいR"な閲薫）」およびラ）」
，，ルプ打裏打暑lE評鎖"鴨

(10)フィ＿ドバック
のI心 1 ~人レボー トにい滋の農厖び和、面に閾してコメント．

グループ発の関揉閂費 匹 aで改雀点コメントを叩．

-— (99)教材谷 教科Zばなし・鬱省エ論19年鯖に貨・配布．
99929停哀石字., ,._,‘・字生生沼lこ●1するアンケート

（以）

〇いNŜIUNIVf.9Sl"
C→ 9~ナ▲:°”’’`m心"ー···~·—'• ""ん~-9

闘Uli-
潟人

「2021年限●零到柑茎・亭生生冶に閃するアングート」のデークを曇 恰惰収ニカ

＂臼 I ，ら 細:;;‘'”疇する． 四9吝•…に· 」U.,...をw c．字⑮ I E~
あり方言齊える． アータを基1し` 巴王が34する元さh

屡闘

分析・士とめに1iさ汎っている字土のつ,n-

コn~ウイルス磁 ．ゞかの甲心蔚と双心で呪叫た這«. I分析・＊とめに1iが訊ってい⇔字1のつォn-
瑣状●含め、 •-．れかな乃心とい•9牧口函り方につル9て膏人て記す

．．ミーッツペーパー［こえ入すか
壇鮫

グループワークでの⇔こヵ、口くカ
え入したミ＿ッツベーバーを馳滋しながらグ）しープ内で泊幡の共芍 39 グ）レプつークで1』a云ってい●グ）しフがめれば`
9．女内表9,9． 沢冑アドバイスを999. （あらかじめb人3のワー

ク9ルれとを19)ぶっ 9おさ、拿●がグループフーク
グループつーク●論まえてミニッツペーパーの加,..,.正 に蟄mぃ9すい状 ） 

各9ーム免釈チームで'，'cユ ） I ~~~匹
屯をインブットした上 C` グルーブフークを9』9(Sこ≫びほ正） “人の左え

グループつークでのは撼性
紺人の彎え、欝売をレポートとしC=Ii!,(尺"c作湿したミニッツ●冗
攀・（むE匹59ミニッツペーバーはヤ宴滅公に転~~,.,な:占ける， 各

＂、 考えをまとめて鱗=しヽ函にて尻出．

三者協働でこれからの授業を
設計してみよう

～コロナ禍での経験を踏まえて～

G班氏名
久保まな

花房優奈

輿田祐大
中島郷 O UN”IUNI"991TY 

-＇ ”90-K△心un9••A9日と•"

9 — 
本当のコミュニケーション学
～知っているつもりのあなたへ～

〇KAN釦 UNI"“ITY
C9ャすっふ→”^ 9 ぬm“'：..、 ,,.,・｀か•-··

9 — (9)叩 環 9l |漢エ （ソーク褐1こJィード）（ック）

(2)浸四董
私たちの口鴬生活において欠かせないのが 『コ ミュニケーション」です，

コミュニケーシaンにおいて；；手意隷を克眉したい コミュニケーションを本II的に週鱗したい

と考えるあなたへ問います． rコミュニケーシaン）とは一体何でしょうか．

誼に対しても＂なく意思疏過する ことでしょうか．

学生同士の遁憬を通じて、多直的に「コ ミュニケーション」を学ぶことにより、

遷鱗lごとどまらず． B賞での覺擢、覺償を8的とします．

絡姑参加怠欲のある学生への受謬を11奨します．

〇KAN釦 UNI"＂ITY
C9ャす、ふー”― ’ k”̀ ”’●●-••・--'“̀ ”＂転・・

9 — (3F” .. 墨ん針との ① ：鰭土・授虚）
闊gログラ丘リシ I店字芯窃は后はご炉勾a的匹と暉を臼9こ佑9ぷとがで必．
-) , ....即心澤胃プログラムの特繹童涵かし、遺う翼点•”った寧童胃土Ell●nに零ぷことて、 ""0カ（●繹力、

人鴫力、社舎力・ •瓢力、 革衝力） J ●貴に付けることができる．
② ：主体的な笠直）
•ら＃びに●任を怜ち． 五面する謹零9ー主仏l心りmむことがCきろ．

(9)mnほ 1 ①四・暉
コミ~＿ケーシコス澤＂たを遷鱗する
汐爾． 99対m”コが—ケーションの＇芍ミ ー駁．でを登t”

の ：患甚力 •Ttiiカ ・表囀のヵ：＇
Jミュニケーシコン9洛0注を体慮 •W繊する
グループで底日vて零下ための紀力を贋につ,,.

9, a準•9な鯰E)
..,.,済井りやロネ主な応,. . 冥汗 • 加すごとができる

・●分かの知コや9”'しとどめず．o)生l・一費そする
(5)四史字洛 ＠環 9こよる買れ千を可いた己閉や慎Z弓^ “)フィードバック

＠字生9しJ．る字田のふりかえり
①字土円士の口見交た（グルーブ・ベアつーク、チィスカッション、テイベート"'-01
④プレゼン〒ー戸ンはピーチ．に鑽""'鱒拿む）
年...苓（フロシェク,..~. ""'鮒決塁亭a、クーススタデ9..Sむ）
惰9フィールドフ＿ク
況の他（ グ）レープワーク、フィードバック、ミニコ霜 ） 
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22..88..  HH 班班「「過過去去かからら学学ぶぶ情情報報社社会会～～ココロロナナ禍禍でで

生生ままれれたた誤誤情情報報をを読読みみ解解くく～～」」  
尾関 武尊（文学部 3 年次生）、姫野 美咲（文学

部 3 年次生）、嶋村 宇哲（人材開発課）、濱野 賢

治（テクノサポート）、南 萌美（キャリアセンタ

ー事務G） 
 

 
 
 

•— (6)浸均漏i
9 ガイダンス フークを通してr．の得の覆詈｛こよ，)”れも•9ても59
2 士す・日<m)かつてる人多いのでd‘以百9こつ心9Jる
3 0，，フーク
. ，，，，，フーク
5 0につ凡ヽて』免 ｛それぞれが＊憎究,... .,.~共心）
9 <gDつーク
9 €，，フーク
9 C仁ついてZ云 {tnそれがて殿発eする ・云兄只何の屯）
9 屯ゞ い対面と記り返り
90屯刃賣i
9 1内仁つAてユ最 ｛<nぞれが:紐覧包する.,.,,,..,,の）
9 2 9分今●で遠り渥，）、賢名峯傭
9 3 発ふ零働
9 4 只吝
9 5 兌衷円り返り

（9) 噌尖•閲， 8 I・ も以3のげ茎虞割やょとのポ山（グーグルドキュメントやtam) 9tコt亡ふC
・沢●●たい Cのグルーブつークのぼ合、 Jラ,,レーシコン」モンズ (z..誼： やグルーブ C茎●る立OOM~C
9メ言茎

-— (S)）ぶし 切 9レポ＿卜（編可遠り逗りl逼食の土とめ） X 
⑦クル＿ブフ＿ク ｛グル＿プ内での袢償完工ヤCWらの下布）“＇
3プレゼンデーシコン JO

(9)砿 ・"8 小レ、9ート ： 露＂雙9メ9鰍•冨3
グループフーク .グルーブつークヘの云臥・勢双，， グループ内での万釘9先生'"からの可償
ブレ＂ンテ ーション ：侶グルーフからなマm9先立r1Nからのマ7、胃分の発ぺだけでなく、惚の発吝を氏く全こ
鱗も汎ほ

(10)フィードバック 心 洒m,先生からグループつーク織の工；945想 蘇9．の只h （安工生からカフ.,ードバック）
の方泊

O UNSAIUNIWRSl" 

C→， ナし＾•99 <m基 9mじt疇•”"“ヒ・'

-— (91) |填膏点で9’̀ 'てし心い
竪苓閃Z

(12) |グ＿グルドキュメント、Padは、 Te印応， 0叫如，ac
授茎外でのオンフイ
ン編Cの、
さ只交0スベース

〇いNŜIUNI"RSl"
C→ 9 ~す▲·`”の99km玉 9・・・・・·―9 ..ym釦立•9.

冑u _
品 l| Cれまでのつーク"”’ 'mo匹） で行•9ことによって、

賽虻罵コ知ニケーションの団）りつらさ 9Rし愚し：を偽芯す，，．

グループワーク唸節逢i
（グループ内の拿鵬がヽりなく紆絨する）

(1:品|伝わりづらさに如如心で、 2心のつークを遍して知西， 1同上

勺づらさ （ぺ穫の仕I，ャ名9追曼 • *99うが五なる'-とによる： を体磁す.. 

謳 ）1年紀奴9ークロ改心したことを只応 それらも籍まえながら｀ 1日上

コミュニケ＿シコンにおける伝わりづらかとはとのような工か登匹99

る`

※紐なコミューケーシゴンら法9ごxヽてコ、 1辺 日で孜り扱,,

．A一

．A 一

m””“匹m諷“”“01m-19_』 9--＇ー"•n•
膚p重9--・-t:L-J.-ir→“-ao心
mp●9mwn..,,．“'ート999」9--9393"●よ'，91月l

．．． 

ー`
①「伝わる」自己紹介

図贔fこ`こ｝，スはト

f●9 
mp$-•h～磁•»ccゅ•"＂m•'”"m .工““に％配ぷCmぃs`以）より99.

〇いN“'UNl"“'TY
¢ 4ャ寸~”.099 <m”'~ . J · ー9. 、か•島--·

三正解 ．＜巨亘〉
O UN“IU●IVE応ITY

C』，→ て加99m" ＇~ 戸9 · ー9 . 、か•転“^-d

』-
② 情報分断ワーク

a 
1
1
日
1

1
1
日
口

□1
日
口

ロ
□じ
口

t
t
t
t
 

l批↓9・'~↓lJユK-¢“`血°””ユ心9よ~ り99用

C)情報あり ●情報なし
O UN釦 UNI”“ITY

9n•中・~9 -― ’ ぬm` ＇””コ・ ｀か•駈m・・

三者協働でこれからの授業を
設計してみよう

～コロナ禍での経験を踏まえて～

H班嶋村

自O UN“9UN9沢籾TV
． ← l ¢とm ,五`•印へ直•A9“*“ L-·”J·

〇いNŜ9UNI"RSl"
｀書枷Jコ糾文90エ99ら0 心まぶ-しJ.. ．I七•鰤心9”…心叩099999より咽 匹ヴ岬99<m-心~m•”’”~＾·9
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参参考考文文献献    
関西大学教育開発支援センター（2020）「2021
年度 三者協働（学生・教員・職員）による

FD・SD 研修の最終報告会記録」『関西大学高

等教育研究』12, 189-202 
 
 

9 — 
過去から学ぶ情報社会
～コロナ禍で生まれた誤情報を読み解く～

〇いN“'UN9"“'『Y
On•中'"'" ' '"“ '奮た→｀“ ”"•9- • 

9 — 
過去から学ぷ情報社会

～コロナ禍 で 生＊れた誤信柑を訣9解 く～

(1)漫尤壇” 洟ご

(2)漫出は葦 2019年に突如蛤まったコロナ損での敦＂ から、在確で償頼できる情雑とは何か、麟惰藉1;1社 会

だどの―£ぅば影汗をもたらすのbがを字びます>また ．5年.Jlの 白分だlf°'l,なくJIIりの~k
それによる行勤を撮り返り＂反省点 やそれ に基づく今後の課 題も考えていきます、そして授菓で得

た惰iiの扱い方を． B零の＿藍；編な決 定 か ら這路などの大きな憲恩決定に活か せるようにな ること

が本授案のねらいです。

慎情 輻 の 影雫を学ぶ ため ］ケーススタディを活用し 情軸社 会 の 中 でコロナ渭で実際 に起こった

事例がなぜそのような誘果をもたらしたのかを考えていきます．その際に 、様々な惰藉メディアの

特買や注意点 を実院 に経験しながら磁認します。

授 黛の後半 には 、前 半 に学んだ過去の教DIを踪まえて．現 在の課題をテーマに考 えます，

O UNŜIUNIVE応lTY

゜→ し̂ J'9km" ＇奮·~· ""●.＾へ▼ J 

9 — (3)和和針との の ｛鬼~＊ ・ 授磁）

翌ログつムポリシ I荏霊出 ぢ;は:丁？ぉ巫L匹 祖 と暉を印9こ付99ぶとがでさる．
-) , ..糾”'こ鼠胃9UグラL•四搾奮涵かし、遺う鼻卓を搾つた寧生胃土Lll●nに寧ぷことで． ＂”m （●欅力．

人●力、社会九 ●塵力， 墓鰤力）J ●舅に付げ●ことができ••
① 注体nな竺直）
•ら立UL•任を怜ちA 四血する讀雙零"ー主仏x,JれりmcことがCさる．

(4l mn伝 1 <!) 頃迅 • 血！
n惰を之星心鳩体の符仕を壇作し瑶することがで●..
① 漢 選カ ・叩カ・壼虹の舵力）
●らUいを兌晃 ・兌編で....
I”ぃ注
効東＂ ＇こ人に に叉る手r3をとることがでさる、
o,佳仏いな低）
四•陀航蝶から糾；；S以び轡凡、 m“":E蒙できる．
”雫 c仁た幻=•B零9・一万かすととがCきる．

(59” ‘”: 1欧 IC“¢畑 ・愛閃して匹ゃ諄記ぺ nフィー9:9（ック
⑦学生｛J．る字Uのふりかえり

リ

①字土口士の恵見交ぬ（グルーブ ・ベアつーク、 ，，ィスカッション．，，イベー日“ml
④プレゼンテーシゴン
で•9苔ミ （フロジェク ト亭曰、 返正鮒決塁亭E. ケーススタディ綺2Sl

,,フィールドフーク

(6)浅ぷ:旧 |グループワークをもとに、 士し合いを遍してコミユ―ケーシコン蛇力を属める．
自たー ・ 予•iでu．力閉雰9しつい9遺える．

ぼ入l 皐•"皐9.... ．．が主
ヰ•mしt.4Uナ囀や 「下●J“»暉， メディアとメディアリテラシーにユ9L ー コする． それ13窪え．寓綱●
交えてメディアが与スるの彩響についても摩況す.. 牧己がs·V-ル-＊1いらテーマを示lヽ、 各畷意見兵門•行・;.
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